
最近の原木市場の動き

山口県森林組合連合会



取扱状況
（ｍ3）

森林組合の出材量は年々増加傾向



価格動向

全 体

消費税率引上げ前の駆け込み需要により平成２６年２月頃ま
では価格が高騰



ス ギ

合板向け材（Ｂ材）の下支えもあり価格はおおむね安定



ヒノキ

駆込需要後は急激な価格が下落した



販売状況
（ｍ3）

取扱実績量の６６％は協定販売



木材需給等の今後の見通し

・需要と供給のバランスが崩れ、価格は一進一退ながら
低調で推移か？

・大型製材工場には原則地域材を１００％供給する
（地域間競争⇔産地淘汰）

・消費税１０％の下では、需要も価格も先行き不透明

先ずは系統等の供給力強化を！！


